
住み慣れた我が家で、長く・安心・快適に。

年齢を重ねると日常生活で何でもなかったことでも、ストレスや不安を感じたりすることが増えてきます。

住み慣れた我が家で暮らし続けるポイント（下図）

トイレ・洗面所のバリアフリーリフォーム施工例

車椅子で移動しやすいよう、床の段差をなく

し、ドアを引き戸にかえスペースに余裕をつ

くりました。

車椅子と便座の移動の際に適した手すりを

設置しました。

さらに、水ハネしやすい手洗いコーナーに

エコカラットを貼り清潔に。

これら個々のポイントだけではなく、動線やケースを考慮した対策も重要です。

例えば、寝室とトイレの距離を近づける、通路をを車椅子に合わせて広くとる、足元まで明るく見える

よう照明を設置するなど、住まい全体で一丸となったバリアフリー住宅を目指しましょう。

「バリアフリー」、具体的にどのようなリフォームをすればよいのでしょう？



介護保険が工事費用の９割を支給

受給に関しては、以下の条件を満たす方が対象になります。

・要介護認定で「要支援・要介護」と認定されていること。

・改修する住宅の住所が被保険者証の住所と同一で、

本人が実際に居住していること。

助成額の限度は工事費用最高20万円（支給額18万円）

バリアフリー住宅はご高齢者や障害をもつ人だけでなく、家族みんなが

安心・快適に住める住宅です。

■お見積り・お問い合わせは...

株式会社ワタケン

本社：秋田市新屋大川町20-40

事業所：秋田市向浜2-1-1

０１２０－７６６－０８１
ホームページ：http//www.kk-wataken.jp


